
病院で一緒に働きませんか
上野総合市民病院職員募集

伊賀市まちづくりアンケート
（市民意識調査）結果

定額減税補足給付金（不足額給付）

【募集人数】 
◦看護師：10 人程度　　　◦介護福祉士：５人程度
◦薬剤師：１人　　　　　　◦管理栄養士：１人
◦作業療法士：１人　　　　◦言語聴覚士：１人
◦医療事務専門職：若干名

【応募資格】
◦看護師：

①昭和 46 年４月２日以降生まれで、看護師免許を
持っている人または採用予定日までに取得見込み
の人

②夜間勤務を伴う交代制勤務ができる人
◦介護福祉士：

①昭和 51 年４月２日以降生まれで、介護福祉士資
格を持っている人または採用予定日までに取得見
込みの人

②夜間勤務を伴う交代制勤務ができる人
◦薬剤師：

　平成３年４月２日以降生まれで、薬剤師免許を有
する人または採用予定日までに取得見込みの人

◦管理栄養士：
　昭和 56 年４月２日以降生まれで、管理栄養士免
許を有する人または採用予定日までに取得見込みの
人

◦作業療法士：
　平成８年４月２日以降生まれで、作業療法士免許
を有する人または採用予定日までに取得見込みの人

◦言語聴覚士：
　平成３年４月２日以降生まれで、言語聴覚士免許
を有する人または採用予定日までに取得見込みの人

◦医療事務専門職：
　昭和 46 年４月２日以降生まれで、令和８年３月
末時点で、100 床以上の病院での医療事務経験を
５年以上有する人　　　　　

【採用予定日】
◦看護師・介護福祉士：12 月１日、令和８年２月１日、

　　　　　　　　　４月１日
◦薬剤師・管理栄養士・作業療法士・言語聴覚士・
　医療事務専門職：令和８年４月１日

【勤務条件・賃金】　市の条例・規則による。
※前歴に応じた加算措置や諸手当があります。
※託児所がありますので、こどもがいる人も安心して

勤務できます。
【勤務場所】　上野総合市民病院
【選考方法】　適性検査・作文・面接

【試験日】
◦看護師・介護福祉士：10 月３日、12 月５日、
　　　　　　　　　　　令和８年２月６日
◦薬剤師・管理栄養士・作業療法士・言語聴覚士・
　医療事務専門職：９月５日
※時間など詳細は、応募者にお知らせします。

【応募方法】
　「伊賀市職員選考採用試験受験申込書」を持参また
は郵送（簡易書留）で病院総務課まで。申込書は上野
総合市民病院病院総務課にあるほか、ホームページか
らダウンロードできます。

【応募期限】
　各試験日の 14 日前の午後５時 15 分まで（土・日
曜日、祝日と 12 月 29 日から１月３日までを除く。）
※必着

【と　き】　９月 16 日㈫・17 日㈬
　　　　　午前９時～午後３時

【ところ】　上野総合市民病院
【内　容】
◦１日目：感染予防対策、看護技術（採血・点滴静注・

血糖測定・吸引）、医療機器の取り扱い、
救急蘇

そ
生
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法
◦２日目：病棟実習（看護業務体験）

【対象者】
　看護師免許取得の人、育児休職後の復職を考えてい
る人など
※令和８年３月末までに取得予定の人も参加できます。

【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を看護部まで
※託児が必要な人は、申し込み時にお申し出ください。

【申込期限】　９月８日㈪

　令和６年分所得税および令和６年度個人住民税にお
いて、定額減税で減税しきれないと見込まれた人に対
し、差額を調整給付金として令和６年度に支給を行い
ました。しかしながら、令和５年所得等を基にした推
計額（令和６年分推計所得税額）を用いて算定したこ
となどにより、令和６年度調整給付に不足が生じた人
がいます。そこで該当者に対して、その差額を不足額
給付金として追加支給します。

◆令和７年度伊賀市定額減税補足給付金（不足額給付）Ⅰ
【対象者】　令和７年１月１日時点で伊賀市に住民登録
がある人で、次の要件により給付支給額が増額した人
◦令和５年中所得（推計所得）に比べて令和６年中所

得（実際の所得）が減少したことにより、定額減税
が引き切れなかった、または推計値の調整給付では
足りなかった場合

◦こどもの出生などにより、扶養親族が令和６年中に
増加した場合

◦調整給付後に控除追加などの税額修正が発生し、令

和６年度個人住民税所得割が減少したため、住民税
分の定額減税が引き切れなくなった場合

◆令和７年度伊賀市定額減税補足給付金（不足額給付）Ⅱ
【対象者】　令和７年１月１日時点で伊賀市に住民登録
がある人で、次の要件をすべて満たす人
◦定額減税前の令和６年分所得税および令和６年度個

人住民税の所得割が非課税である人
◦税制度上、扶養親族の対象外となる人（青色事業専

従者・事業専従者（白色）の人、合計所得金額 48
万円超の人）

◦低所得世帯向け給付（令和５年度非課税（７万円）、
令和５年度均等割のみ課税（10 万円）、令和６年
度新たな非課税・均等割のみ課税（10 万円））の
すべてで対象世帯の世帯主・世帯員に該当していな
い人

※支給額や手続き方法など詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

申・問 ◦上野総合市民病院病院総務課　☎ 41-0065　FAX 24-1565
◦上野総合市民病院看護部　☎ 24-1111　FAX 24-1565　　

問 未来政策課　☎ 22-9620　FAX 22-9672

申・問 生活支援課　☎ 22-9674　FAX 22-9661

お知らせ

お知らせ

介護福祉士

薬剤師・管理栄養士・作業療法士・言語聴覚士・医療事務専門職

看護師

募集

　このアンケート調査は、第２次伊賀市総合計画第３
次基本計画の各施策に対する市民の皆さんの「満足
度」、「参画度」などを把握することで、現在行ってい
る施策の分析を行うものです。市民の皆さんが普段の
生活で感じていることを今後の施策の参考とします。

【調査対象】
　市内在住、在勤、在学、または市外に在住で伊賀市
に関わりがある満 18 歳以上の人

【調査期間】　２月 10 日～３月２日
【回答者数】　1,118 人

　「伊賀市に将来も住み続けたいか（または、住みた
いと思うか）」といった定住意識について、約 83％
の人が「住み続けたい（住みたいと思う）・できれば
住み続けたい（少し住みたいと思う）」と考えていて、
定住意識が高い結果となっています。
　また、年齢区分別では、20 代以下と 30 代で、約
８割が「住み続けたい（住みたいと思う）」と回答し
ています。引き続き、若い人たちの地域への誇りと愛
着の醸成に取り組みます。
※ 38 施策の満足度と参画度の調査結果については、

９月号に掲載します。

Ｑ．伊賀市に将来もずっと住み続けたいですか。
または、住みたいと思いますか。

定住意識

年齢区分別

■ 住み続けたい（住みたいと思う）　■ できれば住み続けたい（少し住みたいと思う）
■ できれば移りたい（あまり住みたいと思わない）　■ 移りたい（住みたいと思わない）　■ 無回答
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